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総会記念シンポジウム 

職場参加からさぐる地域共生 
―障害福祉サービス参入から５年・越谷市障害者地域

適応支援事業から 22年 いま発信し考えあう 
 

シンポジスト：谷崎恵子さん（サービス管理責任者）、松尾晃史さん（就労定

着支援員）、日吉孝子さん（障害当事者、本部事務局）、沖山稚子さん（相

談支援事業責任者） 

コーディネーター：朝日雅也さん（埼玉県立大学名誉教授） 

コメンテーター：依頼中 

 

6月 18日(日) 14：30-16：30 受付 14：20～ 
越谷市中央市民会館５階２,３会議室 
会費（資料代）：会員 500円 非会員 700円 
手話通訳：依頼中 後援：越谷市、春日部市（いずれも依頼中） 

 

「地域共生」はまずつきあうことから。だから学校、職場はとても大事。

一般雇用のハードルは高いけど、足の先だけ入って出会うことから。 

職場参加を応援する制度がある越谷、埼玉はいま・・・。 

現行福祉サービスを活用して重ねてきた事例、見えてきた職場・地域の

風景、家族や他の人々の暮らしと思いとは。何が問われているのか？ 

 

 

NO.80 2023.5.18 

2023.5.18 
 2022.9.4 
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山下  日本は９月に国連障害者権利委員会から勧 

告を受けているように、雇用の場でも学校でも、さまざ 

まな形で分けられている。そことどう向き合い、共に生 

きる地域を探って来られたか。 

木村  地域が変わっていくために 

は障害福祉の中から石を投げていくだ 

けではダメ。自治会や民生委員を含め 

て変えようと足場を移した。高齢の人 

たちの中でだんだん最初のメンバーが車いすになった 

り認知症になったりした時、障害の人たちがいた場所だ 

から、そうなっても来ていると、周りが付き合い慣れて 

くる。 

全部サービスで埋めるのは無理、高齢化社会を実現す 

るには学校の時から分けてはだめだと、そんな当たり前

のことをどう展開していくかだ。 

猪瀬良  私は今ほとんど農園に行けない。障害者にな

っちゃって、そういう感じ。改めて障

害者になることを考えているのが現

実。農園にやっぱり行きたい。でも行

けない。それが一番の自分にとって困

難なことでね。 

猪瀬浩  父は全共闘世代のど真ん 

中の精神性の人なので、精鋭を育て 

る問題意識を強く持っている。今父 

自身が障害のある人になったと話し 

たが、かって父は「農園ボランティア 

の人は自分が面倒を見られる人になったときに去り際 

が良かったんだよ」と言っていたが、今考えると助ける 

人と助けられる人が明確に分けられていた。 

子どもや障害者など、いろんな人がいられるように、

でも事故が起きないようにどう回していくのか。良一さ

んが焚き火の前にいて、子どもも良一さんが不気味だか

ら近づかないけれど、慣れてくると近づいてきて、そう

すると危ない時は良一さんも声をかける。 

代表の良一さんが障害のある人になったから、次の代

表は一番働いている兄がやるべきではないか。良太氏が

代表になって、関わっている人たちがそれぞれに考えを

出し合う、新しいリーダーシップのありようを出してい

くことが大事なんだと考えている。 

沖山  25年前埼玉障害者職業 

センターにいた時、キャベツの会を 

知り職場参加という言葉に出会っ 

た。 

ハローワークの求人になじまない

人の「就労的な居場所」探しに苦戦し、自閉的な傾向が

あり物言いがきつい男性をわらじの会の黄色い部屋へ、

重度の統合失調症の女性をキャベツの会のよろづやに

ご案内し、デイケア的に通わせてもらったことがある。

後者の女性は重度だから障害者年金も受給しており、そ

れが一部のスタッフから妬まれて困ったことがある。ご

ちゃごちゃとして混ざっていくとこんな違和感も生じ

る。統合失調を開示して雇われた人を、社長が気に入り、

「精神の病気は気力で治せ。嫁さんを世話したいから薬

を止めろ」と説得され、結局辞めざるを得なくなったこ

とがあった。混ざって働くとワクワクすることがある。 

パネルディスカッション   後半―地域共生の現在 

「障害者の職場参加」の水脈から地域共生の現在をたどる 
パネリスト：木村俊彦さん（キャベツの会事務局長、元新座市議）、猪瀬良一さん（見沼田んぼ福祉農園代表）、

猪瀬浩平さん（NPO 法人のらんど代表理事、明治学院大学教授）、沖山稚子さん（相談支援事業所「世一緒」所

長、元障害者職業総合センター主任研究員）、樋上 秀さん（たそがれ世一緒管理人、元重度障害者職業自立協

会の店吐夢亭店長）、 

コメンテーター：内田元洋さん（越谷市地域共生推進課副課長、黒沢和人さん（越谷市障害福祉課副課長） 

コーディネーター：山下浩志（当会事務局長） 
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こういうエピソードをめんどくさいと考えず、見て行

って目が慣れていくことが大事だ。私自身は混ざり合

ってやっていくことについて、今も落ち着かない。混

ざって出ていくと痛みがある、異物だから。でもへこ

たれずに今日もこの場を感謝してやっている私は素晴

らしいと思う。 

樋上  樋上は普通学級、小学校、中学校に行ったが、 

めんどくさい存在だったんだろうと

思う。最近はスマホなど便利な物が

世界に広まっているもので、めんど

くさいことはやりたくないのが本音。

点数がいい人はいい学校にが基本で、

分けるのが当たり前、レンジでチン 

して 3分ぐらいで温めたほうがめんどくさくないんだ 

けれど、樋上を出汁にぐつぐつと煮ていくというのも悪 

くはないんじゃないかと。そういう学校もあってもいい 

のかなと最近思っている。 

 

山下  では、次にそうした経過を踏まえて、当面す

る状況を考えてみたい。 

この１０年、障害者権利条約批准の

ための国内体制整備を通じて、きめ

細かく分けられたシステムができて

きましたが、その中での課題や重点 

的に取り組まれていること等をお話しいただきたい。 

木村  学校の問題からいろいろな 

問題が見えてくる。障害のある子がい 

ることで周りが迷惑しているのかどう 

か。先生は大変だけど、勉強にあきちゃ 

った子は障害の子が飛び出していくこ 

とで救われる。一人手のかかる子を排除すると次に手の 

かかる子がターゲットになっていく。障害のいる子がい 

るクラスはそれなりのクラスになっている。 

高齢者も同じ。猪瀬さんも焚火のところにいることで

役割が出てくる。だからその人がいることの意味みたい

なものは一緒にいてみないとわからない。 

今学校で介助員がいる。福祉教育の現場では困った人

がいたらお手伝いしましょうかというんだよと教えて

いるんだけど、学校では介助員がついていたら手を出さ

ないと教える。結果的に同じクラスに 3年もいるのに車

椅子を触ったことがないということになる。車いすを押

すのにもヘルパーの資格がいると思っている。そういう

子が専門職として福祉産業の中に大量に投入されて行

く。これがどこに向かっていくのか？ 

「共に育つ」の延長に共生社会がある。でも地域福祉

は、要支援や要介護を国の事業から市町村に移したり安

上がりにしようという論理になっている。そして、福祉

は専門家の仕事で、それが障害者の権利を守ることだと。

そういう論理と共育、共生のちがいをしっかり整理しな

いとだめだと思う。 

猪瀬良  障害者になって感じる 

が、いろいろ規制がある。余計なお世 

話だと思うが、それはどうしようも 

ないなと思うけど。 

猪瀬浩  パーキンソンは倒れたら 

危ないというのがあって、でも父は唐揚げを揚げてたり 

すき焼きをカセットコンロでやっていて、それで倒れた 

ら危ないと。なんかあった時に困るということでやめて 

もらっているが、その悔しさを晴らす場所がないという 

ことですよね。 

猪瀬良  やけどしてもいいんじゃない。 

猪瀬浩  やけどだけだったらいいんだよ。 

猪瀬良  まあそんなことですよ。 

猪瀬浩  昔母親に、「兄の面倒はぼ 

くら弟や妹に見させないから」と言 

われていたのに、この頃は母から「良 

一さんの面倒を見ろ」と言われる。 

どっちが性格がいいかと言った 

ら、絶対兄の方がいいでしょと。 

兄の話はみんなにできるが、、父の話はあまりできな

い。介護の話をしゃべれないしんどさって結構ある。 

今農園に来ている人で、介護保険を利用する年齢にな

る前から農園に来ている人は、介護保険の年齢になって

も農園を利用できている。介護保険の方に障害者福祉を

合わせろというのではなく、障害者福祉で広げてきたこ

とを高齢者福祉の方にも広げていくことが大事。 

もう一つは、妻がシェアキッチンで起業しようとして

いたら、「障害者福祉はもうかります、フランチャイズ

になりませんか」とか「障害者のグループホームで事業

をしよう」という売り込みが来る。そういう業者は障害

者と付き合ったことが全くなくて、軽い人を集めてやろ

うというイメージ。そのことを横浜の「地域作業所カプ 
⑧  
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カプ」の鈴木さんが書いていて、「軽い人を集めたとこ

ろにいられない人がカプカプに来ていて、これは何なん

だろう」と。 

沖山  ふだんのつきあいがある、ないというが、つ 

きあっているからいいということ

ではない。障害判定と生きていくこ

とのつらさって同じではない。グレ

ーゾーンの中で暮らしている人が

社会福祉士の資格とか、ピアカウン

セラーの資格を取りたいとか、希望 

を託す。でもそれで就職につながらない。れっきとした 

障害者はセーフティネットがあるが、そうじゃない人。 

は安い賃金で働いている、大きなことは話題になるが小 

さいことも風化させないようにしていかなければ。 

樋上 木曜日の夕方、たそがれ世 

一緒という場をやっている。世一 

緒に集まって愚痴をこぼそうという 

ことで、7年ぐらい続けているが、 

最近コロナの影響で事業所から帰り 

に寄ってくれている人が半分以下になっている。たそが 

れ時の 3時間ぐらいですが、そこでふだん職場が違った 

り学校が違ったりする人たちが何か食べながらワイワ 

イやっていく場。僕としてはもうめんどくさいもんで、 

やめたいところなんですが、やっぱり面白い話を聞くの 

が唯一の楽しみなもんで、樋上も聞いているという、そ 

れが無かったらもうやめたいなと、それだけです。 

 

山下  ありがとうございました。では、最後にコメ 

ンテーターのお二方からお願いします。 

コメンテーターから： 

黒澤  本日は貴重なお話をありがとうございまし 

た。地域で共に過ごすということで、

教育、農園、就労支援、お店などの

事例を聞かせていただきました。普

段の業務の中では、当事者の方のこ

うした話を聞く機会があまりない

ので、貴重な場となりました。本日 

のテーマである職場参加という点では、本市でも障がい 

者就労支援センターを設置しており、当初は職場参加を 

すすめる会に運営を担っていただき、現在は別の事業者 

にお願いしていますが、地域適応支援事業の取り組みな 

どは大変先進的なものであると、改めて感じたところで 

す。 

内田  本日は、皆様の貴重な講演やディスカッショ 

ンを聞かせていただき、ありがとうご

ざいました。地域共生推進課は昨年で

きた組織で、文字通り地域共生社会 

の実現を目指す部門として、この 1年

間取り組んできました。地域共生社会

は、国の定義では「世代や分野を超 

てつながることで、住民一人ひとりの 

暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会」とな 

っていますが、具体的には、障がい者とか、高齢者とか、 

子どもとか、生活困窮者ですとか、分野を超えた庁内の 

連携体制や相談体制の整備、参加支援、地域づくりに取 

り組んでいるところです。越谷市は、他市の人と話して 

いると、分野を超えた連携体制は比較的出来ていると感 

じています。 

昨年この場で、地域共生社会の実現に向けて、「重層

的支援体制整備事業」を来年度から実施しますと言いま 

したが、いよいよ 7月からスタートしました。重層的支

援体制整備事業は、「相談支援」、「参加支援」、「地域づ

くり」を一体的に進める事業となっています。 

今日のテーマにもキーワードとして「障害者の職場参 

加」という言葉がありますが、本市でも相談支援、地域

づくりはある程度進んでいるのですが、参加支援が一番

難しく、悩みながら進めています。本日の話を聴いて、

あらためて包括的な支援体制の整備に取り組んでいか

なければならないと思いました。ありがとうございまし

た。 

山下 小さいころから障害のある子もない子も一緒 

に学び育つ延長にこの職場参加の取組があり、２０世紀 

末から２１世紀初めにかけて、埼玉県といくつかの市で 

さまざまな地域活動が行われ、ハローワークや職業セ 

ンターとの接点もでき、一部は自治体施策にも反映さ 

れました（県庁内職場体験事業、越谷市障害者地域適 

応支援事業等）。 

 ２１世紀も２０数年の現在、支援施策の拡大に伴い、 

子どもから高齢まで、人と人のつきあい方に新たな 

問題が生まれていることが各々から語られたと思いま 

す。当会の「職場参加」をはじめ、新座の「地域福祉」、 

見沼の「福祉農園」などさまざまな人たちが一緒にいる 

ことの大切さ。同時に、それに伴うすれちがい、ぶつか 

りあいをしっかりと受け止めて、共に生きるノウハウを 

蓄積していくことが問われていると感じました。皆様 

ご参加、ご協力、ありがとうございました。 
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せんげん台「世一緒」がこの４月から B 型事業所になって職場参加をすすめています 
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●越谷市、草加市、春日部市へ提言書 

昨年１２月３日（日）に開催した「つどい」の最後に

発表した「共に働く街をめざす自治体提言」近隣３市の

首長を訪問して手渡し、懇談いたしました。20 年近く続

けています。 

２月６日、越谷市・福田晃市長に代表理事より提言を

手渡し、市長のほか教育センター、経済振興課、福祉

部、障害福祉課、契約課、人事課等の方々をまじえて懇

談しました。山田市議、清水市議に同席いただきまし

た。 

同日、草加市・山川百合子市長に代表理事より提言を

手渡し、草加市でパン工房を運営する NPO法人自立セン

ターめだかの坂口さん、原さんもまじえて懇談を行いま

した。関市議に同席いただきました。 

 

２月１０日、雪の中、春日部市を訪問し岩谷一弘市長

に代表理事より提言を手渡し、地域活動支援センターパ

タパタの方々もまじえて懇談しました。古沢市議に同棲

いただきました。 

●画期的！知事公館を開放し県がかっぽ支援 

一社・埼玉障害者自立生活協会が運営協議会事務局を

務める県庁内福祉の店「アンテナショップかっぽ」は、

県内各地の障害者施設等から交代で店番に入ることで運

営が維持されていますが、福祉制度等の支援はなくいつ

も経営危機。 

今回県が初めて独自企画でかっぽ支援を行いました。

桜が見事な知事公館を開放、SAMさんの健康ダンスなど

を用意。かっぽがフェスタで相乗りできるように。 

かっぽ店番には、たそがれ世一緒管理人の樋上さん

ら、当会障害者らが数人参加しています。県庁にご用事

がある時は、第２庁舎１階のかっぽにもどうぞ！ 

●水上公園花壇整備共同作業を終了します 

１６年間にわたり続けてきた県営しらこばと公園の花 

壇整備共同作業をこの５月で終了いたします。 

 長年契約を重ね、温かく見守って下さった公益財団法 

人埼玉県公園緑地協会様には、感謝と共に辞退の申し出 

をさせていただきました。 

 終了後、この１６年間のふりかえりを行い、今後の課 

題を探ることで、皆様にお返しが出来ればと思っていま 

す。 

 

⑥ 

⑥ 

 
職場・地域ひろがりつうしん 
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●２月２２日 廣瀬 邦子さん（高齢者施設介護職） 

小学校３年生ま

で歩けなかった。現

在も市役所からの

書類等が読めない

といった学習障害

があると語る。結婚

の経験もあり、現在

は一人暮らし。「私は道を覚えるのが苦手。電車の路線

も苦手で、前は切符を買うのが大変だったが、いまは

SUICAができたので気楽になった。利用者さんと付き

合ってるのがいちばん楽しい。」 

●３月８日 須賀 保昭さん（ケアラー＆介助者） 

須賀さんは「人間

やっぱり通じないか

もしれないけど、通

じたらうれしい。伝

わってないかもしれ

ないけど、なんとな

く伝わってたらうれ

しい。母も『目が視

えないからわからな

い』って言うけど、なんとなく通じたらうれしい。」

と答えていた。 

 障害者グループホームで夜勤をしている参加者か

ら、「相手の気持ちがわからないから、自分が不安に

なってくる。こっちがびびっているのが、相手にわ

かっちゃう。どうしたらいいか。」と質問した。 

 須賀さんは、「自分が不安になったら、口に出して

とりあえず言ってみるのがいいと思います。こっち

が黙っちゃうと相手が不安になるし」と答えてい

た。 

●３月１５日 東 亨さん（東光商事取締役） 

宅建業を営む東さん。駐

車場のご縁。越谷に生まれ

育ち、今世一緒がある辺り

でカブトムシやクワガタ、

ウサギ、キジと遊ぶ。学校

の先生に秩父の化石を教

えてもらい化石に魅せら

れた。まちの化石博士。越谷市中央民会館を「バブル

の遺跡」と呼ぶ人がいて、「会館に貼ってある大理石に

アンモナイトがあるから探してごらん」と教えられた

という話も。 

●３月２９日 並木 理さん（自立生活協会事務局員） 
とがっていた青春。

ひきこもり。自らは

30歳になるまで自分

なりの勉強をして、そ

して働くんだと公言。

やがて、俺の気持ちを

分かってくれないのか

と、母親に水をかけた

り家の壁を壊したり家

族の空気が煮詰まってゆく。 

 そして、両親、保健所、警察の協力で、留置所に

入れられ、そこから精神病院の閉鎖病棟に６ケ月入

院させられた。この入院期間の大半の記憶がないと

いう。その断片が折々の拍子に、デジャブのよう

に、辛い記憶が浮かび上がってくるのだという。 

退院後、ヘルパー資格を他人の２，３倍かけて取

ったころ、現在も所属先であるとことこの家の代表

の瀬井さんに父親が出合い「ヘルパー２級をお持ち

ならば電話をかけてもらってもいいですよ」との言

葉をかけられる。とことこの家の事務所で面接を受

け、「社会のありかた、ありようとして、障害の軽い

人が重い人の介助をしたっていい」との瀬井さんの

言葉に感動を覚え、少しずつ働き出したという 

●４月２６日 木村 浩章さん（ＣＩＬひこうせん
事務局長） 

 「障がい者が障がい当事者

になる時―不良障がい当事者

の悪あがき論」と題してトー

ク。 

 自己紹介ののち、障がい者

＝障がい当事者ではないと語

る。障がい者は、社会的障壁

にぶつかった時初めて「障が

い当事者」になるのだと。し

かし、障害福祉サービスやバ

リアフリー化、養護学校義務

化、相談支援員とサービス利

用計画の存在によって、障壁が見えにくくなり、障

がい当事者がいなくなってきたと。 

 しかし、木村さん自身、相談支援員として 100件

を担当している。それは、あえて障がい当事者が関

わることで、矛盾の中から障壁の存在を可視化し、

共に当事者になってゆくプロセスなのだと。 

行田市では（仮称）行田市障がい者差別解消推進条

例～共生社会づくり条例（素案）ができ、今年 12月の

障害者の日に正式に制定予定という。木村さんはこの

条例検討のための委員会で積極的に障がい当事者と

して活躍した。 
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⑨ 

2022 年度寄付、ご納入ありがとうございました 
前号までの追加分のみ掲載させていただきます (五十音順、敬称略) 

【寄 付】 東 亨、松尾晃史、山田裕子、山中律子 

2023 年度会費、寄付ご納入ありがとうございました (五十音順、敬称略) 

【正会員会費】有竹和子 【賛助会員会費】島根淑江，大武昭 【寄付】大塚眞盛 
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っ
た
り
人
の
め
ん
ど
う
み
た
り
泊
ま

り
介
助
と
仕
事
し
て
い
る
人
で
す
。 

い
っ
ぱ
い
か
つ
ど
う
し
て
わ
か
り

ま
せ
ん
。
う
ら
わ
の
県
庁
と
か
販
売
し

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 

   

石
丸 

洋
介 

皆
様
初
め
ま
し
て
私
は
石
丸
洋
介

と
申
し
ま
す
。 

私
は
神
奈
川
県
川
崎
市
溝
ノ
口
育

ま
れ
で
、
当
初
川
崎
病
と
言
う
心
臓
病

に
な
り
母
と
医
師
の
必
死
の
看
病
の

元
完
治
し
ま
し
た
。 

我
々
家
族
は
私
43)

年
間
生
き
て
来

て
再
親
の
仕
事
の
関
係
で
18
回
引
越

し
を
し
て
私
が
24
歳
の
３
ヶ
月
ひ
き

こ
も
り
、
父
親
の
内
縁
の
女
性
に
病
院

に
行
っ
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
統
合

失
調
症
と
鬱
病
に
な
り
今
に
至
る
と

言
う
事
で
せ
ん
げ
ん
台
世
一
緒
で
活

動
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

ＮＰＯ法人障害者の職場参加をすすめる会 
本部：職場参加ビューロー世一緒  埼玉県越谷市東越谷 1-1-7 須賀ビル 101  

048-964-1819（fax 共） shokuba@deluxe.ocn.ne.jp  

せんげん台「世一緒」（就労継続支援 B型事業所、指定特定相談支援事業所） 

                 埼玉県越谷市千間台西３丁目 1-16 

048-971-8038（fax 共）dokkoisyo3116@yahoo.co.jp 

               

 

 

 

 
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 
 
 

 

 

 

  
  
 
 
 
 
 
 
 

須
藤 

雅
春 

い
つ
も
ど
お
り
く
る
し
ご
と
に
お
い
て

い
つ
も
の
や
り
か
た
に
よ
る
し
ご
と
に
つ

い
て
の
答
え
方
に
よ
る
ほ
う
こ
う
の
つ
ご

う
じ
ょ
う
に
よ
り
い
つ
も
の
た
め
の
や
り

か
た
を
ほ
う
け
ん
す
る
こ
と
に
よ
る
こ
と

に
よ
る 

い
つ
も
の
こ
と
に
よ
る
の
う
さ
ぎ
ょ
う

は
は
ん
こ
と
い
ん
か
い
を
し
い
て
か
ん
じ

に
し
て
い
く
し
ご
と
の
な
い
よ
う
に
よ
に

よ
り
答
え
方
を
ま
い
を
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
つ
も
の
そ
れ
か
ら
の
し
ご
に
よ
る

じ
か
ん
に
よ
る
つ
い
き
ん
つ
ご
う
に
よ
る

し
ご
と
つ
い
か
を
い
つ
も
こ
と
の
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
い
く
つ
ま
で
も
よ
り
よ
く
仕

事
づ
つ
を
く
り
か
え
さ
れ
て
い
つ
も
そ
れ

か
ら
の
じ
か
ん
に
つ
い
て
し
ご
と
を
お
さ

め
る
よ
う
に
す
る
。 

。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

萱
場 

由
梨 

私
は
世
一
緒
で
み
ま
も
り
な
が
ら
仕
事
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
お
風
呂
の
介
助
に
は 

     

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

じ
こ
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
か
ん
じ 

 
  

高
野 

弘
樹 

獨
協
大
学
越
谷
病
院
の
作
業
り
ょ
う

ほ
う
室
か
ら
紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
初

め
て
き
た
の
が
き
っ
か
け
で
世
一
緒
に

来
る
事
に
な
り
ま
し
た 

。
初
め
は
、
何
を
や
れ
ば
い
い
か
、
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

最
近
は
な
れ
て
き
た
せ
い
か
、
皮
細

工
と
か
、
野
菜
取
り
と
か
、
こ
う
こ
く
折

り
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
、
少
し
ず

つ
で
す
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
、
お

願
い
し
ま
す
。 

一
度
、
世
一
緒
の
紹
介
で
、
ク
ロ
ネ
コ

ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
に
そ
う
じ
の
ア
ル
バ

イ
ト
に
は
た
ら
き
に
行
き
ま
し
た
。 

あ
と
は
リ
ン
ガ
ー
ハ
ッ
ト
に
除
草
し

に
行
っ
た
り
、
デ
イ
ズ
さ
ん
の
所
に
も

行
き
ま
し
た
。
あ
と
は
し
ら
こ
ば
と
水

上
公
園
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
園
芸
と

か
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
っ

て
は
た
ら
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

  

。 
 
 

佐
藤 

俊
郎 

 

３
／
10
金
曜
日
に
神
戸
に
行
っ
て
き

ま
す
。
卓
球
バ
ー
レ
大
会
は
神
戸
で
や

り
ま
す
。
卓
球
バ
ー
レ
大
会
は
き
ん
ち

ょ
う
し
ま
す
。 

卓
球
バ
ー
レ
の
練
習
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
楽
し
そ
に
卓
球
バ
ー
レ
や
っ
て

ま
す
。 

東
越
谷
の
職
場
参
加
ビ
ュ
ー
ロ
ー
世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た

め
に
、
世
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当

番
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
）
や
「
語
る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い

ま
す
。
元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況
報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
B
型
多
機
能
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開

所
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
。
障
害
の
あ
る
人
は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
い
う
立
場
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
障

害
の
あ
る
人
々
が
地
域
で
「
お
客
様
」
で
な
く
自
分
自
身
の
人
生
の
「
当
事
者
」「
主
人
公
」
と
し
て
生
き
る
た
め
の
支
援
で
す
。
だ
か
ら
「
お
客
様
」
の
立
場

に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
事
業
所
「
世
一
緒
」
の
サ
ー
ビ
ス
や
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
も
、「
我
が
事
」
と
し
て
関
わ
っ
て
よ
い
の
で
す
。
自
分
に
と
っ
て
い

ち
ば
ん
身
近
な
支
援
ス
タ
ッ
フ
は
自
分
自
身
だ
と
い
う
意
味
で
、
東
越
谷
、
せ
ん
げ
ん
台
ど
ち
ら
の
関
係
者
か
に
関
わ
り
な
く
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
提
供
し
ま
す
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佐
藤 

俊朗 

僕
は
市
役
所
で
３
年
間
い
ま
し

た
。 

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
た
い

へ
ん
で
し
た
。
た
く
さ
ん
仕
事
が
入

っ
て
い
き
ま
す
。 

は
ん
こ
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
ポ
ス
ー
タ
丸
め
が
け
っ
こ
う
た

い
へ
ん
で
し
た
。 

。 

   

森
住 

由
香
里 

私
は
、
世
一
緒
に
来
て
も
う
す
ぐ

二
年
生
に
な
り
ま
す
。
世
一
緒
き
て

か
ら
も
何
社
か
が
め
ん
せ
つ
し
ま
し

た
が
ど
れ
も
こ
れ
も
お
ち
て
い
ま

す
。
そ
の
た
び
心
も
お
ち
て
泣
い
た

り
し
て
い
ま
す
が
世
一
緒
の
メ
ン
バ

ー
に
す
く
わ
れ
て
い
ま
す
。 

あ
き
ら
め
て
は
ま
た
す
す
ん
で
の

く
り
か
え
し
ひ
び
を
き
ど
あ
い
ら
く

の
中
で
も
た
の
し
く
毎
日
を
す
ご
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
○
○
だ
ー
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黒
田 

正
巳 

 

コ
ロ
ナ
に
な
り
、
そ
の
ご
ロ
シ
ア
、 

今
回
は
せ
ん
げ
ん
台
「
世
一
緒
」
特
集
で
す
！ 

二
〇
二
三
年
五
月
十
八
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
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四
と
六
と
八
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日
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通
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物
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０
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川
口
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芝
新
町
十
五―

九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
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い
ろ
い
ろ
は
た
ら
き
た
い
で
す 

千
間
台
世
一
緒
で 

自 

己 

紹 

介 

千
間
台
に
来
て
二
年
生
に 
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助
の
仕
事
を
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て
い
ま
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